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オリックス株式会社

　ー不動産ファイナンスについてー　
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収益物件型ｼﾆｱﾛｰﾝ（特定社債含）収益物件型ｼﾆｱﾛｰﾝ（特定社債含）

期日回収

営業対応 会計処理 方策

ﾛｰﾙ＋ｱﾓﾁ

質権実行
不動産売却 / 運営

貸倒引当
/ 減損

追加出資要請

追加担保要請

配当制限元本充当

遅延損害金元本充当

LTV
100%以下

期日
到来
債権

期日
弁済

Yes

No

Yes

No

条件
良化

Yes

No

 期日弁済が困難と考えられる場合、早期に追加出資、配当制限等の処置を行い元本充当し、LTV低下、LoanCap向上を図る。
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収益物件型ﾒｻﾞﾆﾝﾛｰﾝ収益物件型ﾒｻﾞﾆﾝﾛｰﾝ

 他行ｼﾆｱﾚﾝﾀﾞｰとの交渉あるが、現在の流動性がないﾏｰｹｯﾄにおいてｼﾆｱﾚﾝﾀﾞｰとの利害は一致しているため、追加
出資、追加担保、配当制限をｼﾆｱと協調して行う。

 ﾒｻﾞﾆﾝﾛｰﾝの担保不動産は23区が大部分を占める。 2009/3期3Qまで期日到来ﾒｻﾞﾆﾝﾛｰﾝはすべて回収済み。

 ﾒｻﾞﾆﾝﾚﾝﾀﾞｰのｵﾘｯｸｽがｴｸｲﾃｨﾎﾟｼﾞｼｮﾝとなるｽｷｰﾑへ再構築してﾃﾞｯﾄ調達する方策も考えられる。
 現在までｸﾘｰﾝﾅｯﾌﾟ（ｼﾆｱﾛｰﾝの買取）の実績なし。

ｼﾆｱ
ﾚﾝﾀﾞｰ
と協議

ｸﾘｰﾝﾅｯﾌﾟ
（ｼﾆｱﾛｰﾝの買取）

期日回収

ﾛｰﾙ＋ｱﾓﾁ

貸倒引当
/ 減損

追加出資要請

追加担保要請

配当制限元本充当

遅延損害金元本充当

LTV
100%以下

期日
到来
債権

期日
弁済

Yes

No

Yes

No

条件
良化

Yes

No

営業対応 会計処理 方策

ｽｷｰﾑ再構築
(ｴｸｲﾃｨﾎﾟｼﾞｼｮﾝ)
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営業対応 会計処理 方策

質権実行
更地売却

貸倒引当
/ 減損

追加出資要請
LTV

100%以下

開発型
ｼﾆｱ
ﾛｰﾝ

収益性
再検証

OK

NG

Yes

No

着工済

竣工後、ｼﾆｱﾛｰﾝ
へ振り替え

Yes

No

取り壊し

工事継続･竣工
質権実行
自社開発

追加出資
有無

有

無

 開発型案件は市況変化(賃料水準、稼働率、キャップレート）に対応して収益性を再検証する。

 不動産価格が下落しているが収益性を確保できる場合には、追加出資要請をして竣工を目指す。
 不動産価格が下落しており収益性の確保が困難である場合でも、まずは追加出資を要請し、自社資金使用を極少化する形での交

渉を継続する。
 竣工後の稼動を確保するためﾘｰｼﾝｸﾞにも注力する。開発型NRLは期日回収を基本とし、竣工したものは随時ｼﾆｱﾛｰﾝ対応に切替。

開発型ノンリコースローン開発型ノンリコースローン（特定社債含）（特定社債含） ①①
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開発型ノンリコースローン開発型ノンリコースローン（特定社債含）（特定社債含） ②②

売却時利益　30

ﾃﾞｯﾄ②
（竣工時支払）

70

ｴｸｲﾃｨ総額
（ﾃﾞｯﾄに劣後）

75

ﾃﾞｯﾄ②減額　13

【ローン実行時】 【竣工時】

ﾃﾞｯﾄ①
（実行時支払）

75

ｴｸｲﾃｨ
（実行時支払）

75

売却時利益　30

建築代
70

土地代
150

ﾃﾞｯﾄ総額
132

未払建築代　13

【基本条件】

・エクイティファースト ⇒　エクイティ出資から資金拠出、レンダーはその後

・コストオーバーラン保証、完工保証 ⇒　建築代金のコントロール

・竣工時のLTVテスト ⇒　不動産価値下落分はスポンサーの追加出資でLTVを維持

実行時LTV維持により竣
工時にﾃﾞｯﾄ減少

不動産価値変動要因

（Cap Rate、賃料、稼動率）

250

200


